
廃炉地盤⼯学における技術マップ（rev.09.1）－1/4 

分類 （Ａ）汚染⽔・地下⽔環境（除染技術） （Ｂ）燃料デブリ取り出し （Ｃ）施設の解体・廃棄物の処理・処分 

①
地
盤
⼒
学 

 

さ
れ
る
技
術 

必
要
と
想
定 

・遮⽔壁設置地盤の地震時震動特性評価技術 ・汚染⽔貯留施設の安定性評価技術 
・原⼦炉建屋下部の放射線漏洩防⽌処置のための地下基地の安定性評価技術 

・デコミッショニングの段階に沿った地盤・建屋系の安定性評価技術 

※
⼯
程･

内
容 

・『プラント安定状態の維持･管理（原⼦炉の冷却）』 
 冷却､閉じ込め､安全設備の維持･信頼性向上など 
・『汚染⽔処理』 
 汚染⽔浄化･地下⽔汲み上げ など 

・『燃料デブリ取出し⼯法実現性検討』 
 PCV･建屋の構造健全性の確保 

・『廃棄物対策（固体廃棄物の保管･管理）』 
 固体廃棄物の保管管理（保管管理計画）など 

 

 《①B-02》樹脂ﾗｲﾆﾝｸﾞによるｺﾝｸﾘｰﾄ構造物形状保持技術（ﾀﾌﾈｽｺｰﾄ） 
／清⽔建設㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほか１件 

《①C-01》コンクリートの耐久性評価技術（LIFE D.N.A.）／⿅島建設㈱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※表内に整理された技術が貢献可能と予想される中⻑期ロードマップや技術マップ等に⽰された作業⼯程･内容 
  



 

廃炉地盤⼯学における技術マップ（rev.09.1）－2/4 

分類 （Ａ）汚染⽔・地下⽔環境（除染技術） （Ｂ）燃料デブリ取り出し （Ｃ）施設の解体・廃棄物の処理・処分 

②
地
盤
環
境
学 

 

さ
れ
る
技
術 

必
要
と
想
定 

・地下⽔流の変動と放射性汚染物質の移動を予測・計測する技術 
・放射性物質で汚染された原発の周辺環境を回復させるための技術 

・地下基地（原⼦炉建屋下部）の空間放射線量の環境評価技術 
・燃料デブリ取出し作業環境の放射線レベル評価技術 

・デコミッショニング段階に沿った建屋周囲の地下⽔環境・放射線環境予測と
評価技術 

・余裕深度処分対応の地下⽔環境評価技術 
・将来利⽤やサイト解放を⾒据えた浄化技術／無害化技術 

※
⼯
程･

内
容 

・『プラント安定状態の維持･管理（原⼦炉の冷却）』 
 冷却､閉じ込め､安全設備の維持･信頼性向上など 
・『汚染⽔処理･除染』 
 汚染⽔浄化･地下⽔汲み上げ など 

・『使⽤済み燃料プールからの燃料取出し』 
 ｶﾞﾚｷ撤去･除染･遮蔽等 
・『燃料デブリ取り出し⼯法実現性検討』 
 燃料デブリ取出し機器･装置の開発､燃料デブリへのアクセスルート構築､労

働安全の確保 
・『燃料デブリ取り出しに向けた取組（準備･環境整備･関連⼯事）』 
 安全設備の維持･信頼性向上 など 

・『廃棄物対策（固体廃棄物の保管･管理）』 
 固体廃棄物の保管管理（保管管理計画） 
・『処理・処分』 
 固体廃棄物の処理･処分（処理及び処分⽅策に関する検討） など 

 

《②A-01》地下⽔･核種拡散ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを活⽤した原⼦⼒建屋周囲の時間的変化
に対応した評価技術／千葉⼯⼤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《②A-02》広域⽔循環を評価できる解析ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ群（GETFLOWS）／㈱地圏

環境ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほか 12 件 

《②B-02》光ﾌｧｲﾊﾞを使った放射線検知装置の⼩型化技術／⿅島建設㈱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《②B-03》放射線量を速やかに測定するｵﾘｵﾝ･ｽｷｬﾝﾌﾟﾛｯﾄ／㈱⼤林組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほか 1 件 

《②C-07》地層処分場の安全性を評価する放射性廃棄物地層処分安全評価技
術／⼤成建設㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《②C-12》ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸﾞを載せたまま放射能濃度を急速測定する TRUCK SCAN

／㈱⼤林組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほか 12 件 
※表内に整理された技術が貢献可能と予想される中⻑期ロードマップや技術マップ等に⽰された作業⼯程･内容 
 
  



廃炉地盤⼯学における技術マップ（rev.09.1）－3/4 

分類 （Ａ）汚染⽔・地下⽔環境（除染技術） （Ｂ）燃料デブリ取り出し （Ｃ）施設の解体・廃棄物の処理・処分 

③
地
盤
材
料
学 

 

さ
れ
る
技
術 

必
要
と
想
定 

・汚染⽔貯留プールに適⽤可能な⾼性能⽌⽔材料の開発 
・遮⽔壁の信頼性を⾼める⾼性能遮⽔壁材料の開発 
・⽡礫・伐採材保管に適した⾼遮蔽性覆⼟材料と⽌⽔材料の開発 

・燃料デブリからの放射線遮蔽能⼒の⾼くボーリング等を容易にする格納容器
充填材料（液体） 

・格納容器⽔漏れ箇所対応可能な⾼遮蔽性固化泥⽔の開発 
・燃料デブリの⼀時的な封じ込めに対応可能な可逆的液性･塑性（⾼遮蔽性）

充填材の開発 

・⽡礫･伐採材保管に適した⾼遮蔽性覆⼟材料と⽌⽔材料の開発 
・余裕深度処分に対応した廃棄物空間充填材料の開発 
・安定的な閉じ込め･遮蔽に対応できる格納容器⽤⾼遮蔽性充填材料の開発 
・デコミッショニングにおける建屋全体を覆う⾼遮蔽性盛⼟材料の開発 
 

※
⼯
程･

内
容 

・『プラント安定状態の維持･管理（原⼦炉の冷却）』 
 冷却､閉じ込め､安全設備の維持･信頼性向上など 
・『汚染⽔処理』 
 汚染⽔浄化･地下⽔汲み上げ など 

・『炉内･燃料デブリの状況把握』 
 実機調査による推定（RPV･PCV） 
・『燃料デブリ取り出し⼯法実現性検討』 
 燃料デブリ取出し機器･装置の開発､燃料デブリへのアクセスルート構築､労

働安全の確保 
・『燃料デブリ取り出しに向けた取組（準備･環境整備･関連⼯事）』 
 安全設備の維持･信頼性向上 
・『労働安全の確保（労働災害防⽌･被曝低減）』 
 作業員の被曝低減 

・『貯蔵（保管･管理）』 
 固体廃棄物の保管管理（発⽣量低減・保管管理計画） 
・『処理・処分』 
 固体廃棄物の処理･処分（処理及び処分⽅策に関する検討） 

 

《③A-03》地盤中の空隙､間隙を効率的に充填注⼊する可塑状ｸﾞﾗｳﾄ 
／⿅島建設㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《③A-11》ｴﾀﾉｰﾙ･ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄｽﾗﾘｰ材料の遮⽔壁､ｸﾞﾗｳﾄ適⽤／清⽔建設㈱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ほか 14 件 

《③B-01》空間放射線量を低減する⾼遮蔽性超重泥⽔の開発（NBC） 
／早稲⽥⼤･ｿｲﾙｱﾝﾄﾞﾛｯｸｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《③B-03》福島第⼀原⼦⼒発電所海⽔配管トレンチの置換えに使⽤した⻑距

離⽔中流動充填材（Hilo）／⿅島建設㈱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ほか３件 

《③C-04》狭隘部に⾼密度締固め⼟を構築する湿式⾼密度ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ系 
⼈⼯ﾊﾞﾘｱ構築⼯法（Shotclay）／⿅島建設㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《③C-12》現地発⽣⼟を利⽤した⼟質遮⽔技術（ｴｺｿｲﾙﾗｲﾅｰ(ESL)⼯法） 

／㈱⼤林組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほか 11 件 
※表内に整理された技術が貢献可能と予想される中⻑期ロードマップや技術マップ等に⽰された作業⼯程･内容 
 
  

⽔-ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ ｴﾀﾉｰﾙ･ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 



廃炉地盤⼯学における技術マップ（rev.09.1）－4/4 

分類 （Ａ）汚染⽔・地下⽔環境（除染技術） （Ｂ）燃料デブリ取り出し （Ｃ）施設の解体・廃棄物の処理・処分 

④
地
盤
施
⼯
学 

必
要
と
想
定
さ
れ
る
技
術 

・地下⽔の流⼊を⽌める信頼性の⾼い遮⽔壁の構築⼯法 
・輻輳する地下埋設物に対応できる遮⽔壁構築⼯法 
・汚染⽔プールに敷設する⾃⼰診断機能付き遮⽔幕⼯法 

・燃料デブリ取出しのための⾼精度ボーリング⼯法 
・燃料デブリ取出し時における地下基地の構築⼯法 
・格納容器⽔漏れ箇所封鎖のための⾼遮蔽性グラウチング⼯法 
・使⽤済燃料及び燃料デブリ取出し時における燃料建屋内の除染技術 

・地下埋設処分施設の構築⼯法 
・⾼い放射能レベルの固形廃棄物・使⽤済み燃料等の処分技術 
・安定的な閉じ込め･遮蔽に対応できる格納容器⽤⾼遮蔽性充填⼯法 
・建屋全体の中詰めベントナイトを併⽤した鋼製外殻による封じ込め⼯法 
・⽡礫･伐採材の保管施設構築技術 
・汚染⼟壌の最⼩化のための減容技術 
・港湾底質の浄化／回収技術 
・将来利⽤の想定に応じた地盤改良・埋⽴て技術 

※
⼯
程･

内
容 

・『プラント安定状態の維持･管理（原⼦炉の冷却）』 
 冷却､閉じ込め､安全設備の維持･信頼性向上など 
・『汚染⽔処理』 
 汚染⽔浄化･地下⽔汲み上げ など 
・『労働安全の確保（労働災害防⽌･被曝低減）』 

・『炉内･燃料デブリの状況把握』 
 実機調査による推定（RPV･PCV） 
・『燃料デブリ取出し⼯法実現性検討』 
 燃料デブリ取出し機器･装置の開発､燃料デブリへのアクセスルート構築､労

働安全の確保 
・『燃料デブリ取り出しに向けた取組（準備･環境整備･関連⼯事）』 
 安全設備の維持･信頼性向上 など 
・『労働安全の確保（労働災害防⽌･被曝低減）』 

・『貯蔵（保管･管理）』 
 固体廃棄物の保管管理（保管管理計画） 
・『処理・処分』 
 個体廃棄物の処理･処分（処理及び処分⽅策に関する検討） 
・『労働安全の確保（労働災害防⽌･被曝低減）』 

 

《④A-01》ｷｬﾋﾟﾗﾘｰﾊﾞﾘｱを利⽤した信頼性の⾼い⽡礫・伐採材の保管施設 
構築⼯法／早稲⽥⼤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《④A-06》⾃在ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞを⽤いた地盤改良⼯法（CURVEX）／⿅島建設㈱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほか 18 件 

《④B-05》代替⼯法のための燃料ﾃﾞﾌﾞﾘの切削･集塵技術／⼤成建設㈱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《④B-09》3D ｽｷｬﾅを⽤いた除染重機の遠隔作業の効率化／清⽔建設㈱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほか 9 件 

《④C-02》広域な海⾯を利⽤できる海⾯処分場の建設⼯法／広島⼤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《④C-18》分級･洗浄により放射性汚染⼟を 90%減容するｱｰﾙｷｭｰﾋﾞｯｸ DC

（Decontamination）／㈱⼤林組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほか 22 件 
※表内に整理された技術が貢献可能と予想される中⻑期ロードマップや技術マップ等に⽰された作業⼯程･内容 
 


